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豊かな緑に囲まれた成生児童館。生き生きした大きな木の下に、年長児１９人、笑顔で集合！
成生小学校や公民館の敷地もお借りして元気に遊びまわるぞ。
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耐震化計画

市政に対する一般質問は、６月９日・１０日の２日
間の日程で、８人の議員が行いました。
３月１１日に発生した東日本大震災に関連した今後

の防災対策や高齢者福祉の充実を図るための地域包
括ケア体制の強化のほか、子育て応援のための環境整
備などについて、市長等の見解を求めました。

市
有
施
設
の耐

震
化
の
見
直
し
は

石
垣
昭
一
議
員

本
市
の
耐
震

化
計
画
に
お
い

て
、
災
害
時
に

防
災
活
動
の
拠
点
と
な
る
公
共
施

設
の
耐
震
化
は
、
喫
緊
の
課
題
と

さ
れ
て
い
る
。
耐
震
二
次
診
断
結

果
で
は
Is
値
の
極
め
て
低
い
施
設

も
あ
り
、
市
有
施
設
の
耐
震
診
断

結
果
と
耐
震
化
計
画
か
ら
見
た
見

直
し
に
つ
い
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
た
対
応
が
必
要
と
思
う
が
市

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長

本
市
で
は
、
１９
年
度

に
策
定
し
た
天
童
市
建
築
物
耐
震

改
修
促
進
計
画
に
基
づ
き
、
市
有

施
設
の
耐
震
化
実
施
計
画
を
策
定

し
て
お
り
、
今
年
度
ま
で
に
３０
施

設
の
耐
震
診
断
を
完
了
す
る
予
定

で
あ
る
。
耐
震
診
断
に
基
づ
く
改

修
工
事
に
つ
い
て
は
、
２１
年
度
か

ら
地
域
の
避
難
所
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
教
育
施
設
を
最
優

先
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
小
中

学
校
は
２４
年
度
に
全
て
完
了
す
る

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
特
定
建
築

物
で
、
主
に
３
階
建
以
上
で
延
べ

床
面
積
１
０
０
０
平
方
㍍
以
上
の

施
設
に
つ
い
て
は
、２７
年
度
ま
で
に

耐
震
化
９０
％
を
目
標
と
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
の
耐
震
診
断
の
結
果
を
踏

ま
え
、
指
定
収
容
避
難
所
及
び
災

害
対
策
本
部
の
建
物
を
優
先
し
て

改
修
順
位
を
決
定
す
る
考
え
で
あ

る
。
耐
震
補
強
工
事
が
必
要
と
さ

れ
る
施
設
の
中
に
は
、
市
庁
舎
や

市
民
文
化
会
館
等
も
含
ま
れ
て
お

り
、
多
額
の
事
業
費
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
財
政
状
況
や
国
の

助
成
制
度
の
動
向
等
を
見
極
め
て
、

耐
震
化
実
施
計
画
の
見
直
し
を
進

め
て
い
き
た
い
。

耐震補強工事予定の市立公民館

質
問
者
と
質
問
事
項

（
☆
印
は
会
派
名
）

★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

石
垣
昭
一
議
員

＊
東
日
本
大
震
災
で
の
教
訓
と

今
後
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

伊
藤
和
子
議
員

＊
災
害
に
対
応
で
き
る
防
災
・

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

＊
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
た
め
に

★
か
が
や
き

松
田
耕
一
議
員

＊
防
災
対
策
に
つ
い
て

＊
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

矢
萩
武
昭
議
員

＊
市
政
に
お
け
る
危
機
管
理
に

つ
い
て

山
口
桂
子
議
員

＊
子
育
て
応
援
に
つ
い
て

＊
災
害
時
に
お
け
る
子
ど
も
の

安
全
の
た
め
に

★
政
和
会

松
田
光
也
議
員

＊
電
力
不
足
に
対
応
す
る
本
市

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

＊
山
形
空
港
周
辺
環
境
整
備
対

策
の
推
進
に
つ
い
て

結
城
義
巳
議
員

＊
原
子
力
発
電
事
故
に
つ
い
て

＊
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の

土
地
利
用
に
つ
い
て

後
藤
和
信
議
員

＊
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

＊
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て

平成23年8月1日発行 （2）
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高齢者の
福祉向上
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防災拠点
の 整 備
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防災対策

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
は

伊
藤
和
子
議
員

地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
と
し

て
い
る
が
、
天
童
市
で
ど
う
進
ん

で
い
る
の
か
。
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
て
い
る
が
、
関
係
機
関

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
は
。

ま
た
、
中
学
校
区
ご
と
に
分
割
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
今
後
の

方
針
は
。

山
本
市
長

本
市
に
お
い
て
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
１
カ

所
設
置
し
、
高
齢
者
の
生
活
を
包

括
的
・
継
続
的
に
支
え
る
た
め
に
、

地
域
住
民
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供

者
、
医
療
関
係
者
及
び
行
政
等
に

よ
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
民
の
意

見
を
十
分
に
お
聞
き
し
な
が
ら
、

今
後
も
高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
目

指
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
努
め
た
い
。
現
在
は
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
市
内

４
カ
所
に
設
置
し
て
お
り
、
相
互

連
携
に
よ
る
体
制
強
化
に
努
め
て

い
る
。
高
齢
者
の
健
康
保
持
、
生

活
の
安
定
の
た
め
、
よ
り
効
果
的

で
き
め
細
や
か
な
援
助
・
支
援
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、

設
置
数
に
つ
い
て
は
、
現
状
を
検

討
し
た
上
で
、
今
年
度
に
策
定
す

る
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

中
で
方
針
を
決
定
し
た
い
。

避
難
所
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

矢
萩
武
昭
議
員

こ
の
度
の
東

日
本
大
震
災
に

お
い
て
は
、
多

く
の
公
立
小
・
中
学
校
が
防
災
拠

点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
。
本
市
の
小
・
中
学
校
の
施
設

に
お
い
て
も
、
耐
震
性
の
強
化
、

自
家
発
電
の
設
備
、
井
戸
等
の
整

備
に
努
め
、「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
無

し
」
の
教
訓
に
学
び
な
が
ら
、
防

災
拠
点
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を

求
め
た
い
。

山
本
市
長

本
市
の
地
域
防
災
計

画
で
は
、
小
・
中
学
校
を
市
立
公

民
館
と
同
様
に
収
容
避
難
所
と
し

て
位
置
付
け
て
お
り
、
避
難
者
数

に
応
じ
て
避
難
所
の
開
設
を
行
う

も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
回
の
地

震
に
お
け
る
本
市
の
震
度
は
５
弱

で
、
建
物
の
倒
壊
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
避
難
者
数
を
想
定
し
、

３
月
１２
日
に
、
市
立
公
民
館
を
避

難
所
に
開
設
し
た
も
の
で
あ
る
。

小
・
中
学
校
に
は
、
自
家
用
発

電
機
や
投
光
機
な
ど
の
防
災
資
機

材
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。
今
後
、
庁
内
部
署
や
各
団

体
と
様
々
な
観
点
か
ら
検
証
を
行

い
、
市
立
公
民
館
へ
の
防
災
資
機

材
の
整
備
の
方
向
性
を
定
め
た
い

と
考
え
て
お
り
、
小
・
中
学
校
を

避
難
所
に
指
定
し
た
と
き
は
、
市

立
公
民
館
と
の
連
携
に
よ
る
防
災

資
機
材
の
活
用
を
図
り
た
い
。

東
日
本
大
震
災
を

教
訓
と
し
た
対
策
は

松
田
耕
一
議
員

東
日
本
大
震

災
を
教
訓
と
し

て
、
水
害
に
つ

い
て
想
定
の
見
直
し
、
対
策
が
必

要
で
な
い
か
。
自
主
防
災
会
の
役

割
は
何
か
。
活
動
に
対
す
る
研
修

指
導
は
ど
う
し
て
い
る
か
。
市
政

や
災
害
非
常
時
情
報
の
携
帯
メ
ー

ル
配
信
を
す
る
べ
き
で
な
い
か
。

山
本
市
長

本
市
で
は
、
台
風
や

集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
水
害
防
止

対
策
と
し
て
、
天
童
市
雨
水
排
水

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
順
次
、
雨

水
排
水
施
設
の
整
備
を
行
っ
て
い

る
。
な
お
雨
水
排
水
の
放
流
先
は
、

倉
津
川
や
押
切
川
な
ど
、
県
が
管

理
し
て
い
る
河
川
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
基
準
と
な
る
降
雨
強
度
等
の

技
術
的
指
針
に
基
づ
き
県
と
協
議

を
行
い
、
雨
水
排
水
施
設
の
排
水

能
力
や
規
模
を
決
定
し
て
い
る
。

今
後
と
も
県
と
の
調
整
を
図
り
な

が
ら
雨
水
排
水
施
設
の
整
備
を
進

め
、
水
害
防
止
に
努
め
た
い
。
ま

た
、
洪
水
に
対
す
る
警
戒
、
防
御
、

被
害
の
軽
減
の
た
め
に
、
天
童
市

水
防
計
画
に
基
づ
き
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
利
用
し
、
防
災
意
識

の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

自
主
防
災
会
の
役
割
は
、
地
域

住
民
が
協
力
し
て
自
分
た
ち
の
身

を
守
る
共
助
の
精
神
の
下
に
、
防

災
活
動
に
取
り
組
む
も
の
と
考
え

て
い
る
。
平
常
時
の
活
動
や
非
常

時
の
初
動
活
動
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

配
布
し
て
お
り
、
研
修
・
訓
練
の

実
施
に
つ
い
て
積
極
的
に
支
援
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
災
害
発
生

時
に
お
け
る
災
害
情
報
の
携
帯

メ
ー
ル
配
信
に
つ
い
て
は
、
電
話

に
比
べ
、
広
報
の
手
段
と
し
て
有

効
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
震
災

な
ど
の
非
常
時
の
連
絡
手
段
と
し

て
、
今
後
、
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ

ム
の
構
築
や
広
域
利
用
等
の
可
能

性
に
つ
い
て
改
め
て
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
。

昨年の市防災訓練

（3） てんどう市議会だより №133
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子育て応援
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放 射 線
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山形空港
周辺整備

子
育
て
し
や
す
い

職
場
環
境
を
推
進
し
て
は

山
口
桂
子
議
員

県
で
は
「
や

ま
が
た
イ
ク
メ

ン
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
」
に
取
り
組

み
、
積
極
的
に
育
児
に
参
加
す
る

男
性
を
増
や
そ
う
と
し
て
い
る
。

「
子
育
て
支
援
日
本
一
」
を
掲
げ
る

本
市
は
、
男
性
が
育
児
休
暇
を
取

得
し
や
す
い
職
場
環
境
整
備
を
ど

の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
父
子
手
帳
を
配
布
す
る
考

え
は
な
い
か
。

山
本
市
長

本
市
で
は
、
１７
年
度

か
ら
両
親
教
室
等
を
開
催
し
、
父

親
の
育
児
参
加
や
役
割
意
識
の
醸

成
を
図
っ
て
き
て
お
り
、
近
年
の

父
親
の
参
加
率
は
９
割
を
超
え
て

い
る
。
引
き
続
き
母
子
保
健
事
業

の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
男
性
の

育
児
に
対
す
る
参
加
意
識
の
醸
成

に
努
め
た
い
。
ま
た
、
育
児
の
環

境
整
備
が
社
会
的
に
重
大
で
あ
り
、

本
市
と
し
て
も
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
県
の
取
組
を
活
用
し
な
が

ら
、
企
業
な
ど
関
係
機
関
に
周
知

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
本
市
で

は
、
妊
娠
届
出
時
に
母
子
手
帳
の

ほ
か
に
、
子
育
て
の
基
礎
知
識
や
、

父
親
と
し
て
の
子
育
て
へ
の
関
わ

り
方
が
記
載
さ
れ
て
い
る
小
冊
子

を
配
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
市
が
父
子
手
帳
を

配
布
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

市
独
自
に
放
射
線
量
を

測
定
し
て
は
ど
う
か

結
城
義
巳
議
員

原
発
は
安
く

て
安
全
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
安
く
は
な
く
危
険

極
ま
り
な
い
も
の
で
あ
る
。
人
命

重
視
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
転
換

す
る
よ
う
、
国
へ
訴
え
て
は
ど
う

か
。
国
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
情
報

は
遅
く
、
信
用
も
で
き
な
い
。
市

独
自
に
市
内
５
カ
所
位
で
放
射
線

量
を
測
定
し
公
表
し
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長

原
子
力
発
電
の
絶
対

的
な
安
全
性
が
確
保
で
き
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
容
認
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
、
経
済
発
展
の
道
筋

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
議
論
が
尽
く
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。
情
報
開
示
に
つ

い
て
は
、
そ
の
正
確
性
に
お
い
て
、

大
変
な
混
乱
を
招
い
て
い
る
と
認

識
し
て
お
り
、
国
に
対
し
て
、
迅

速
か
つ
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供

を
行
う
よ
う
求
め
て
い
き
た
い
。

次
に
、
放
射
線
量
測
定
に
つ
い

て
は
、
検
査
機
器
の
種
類
や
測
定

方
法
、
検
査
項
目
等
が
異
な
る
場

合
に
、
数
値
の
信
憑
性
が
疑
わ
れ

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
現
在
、

県
が
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
農

畜
産
物
の
放
射
性
物
質
検
査
に
お

い
て
、
ヨ
ウ
素
及
び
セ
シ
ウ
ム
に

つ
い
て
検
査
結
果
を
公
表
し
て
い

る
の
で
、
本
市
と
し
て
も
そ
の
結

果
に
基
づ
き
適
切
に
対
応
し
た
い
。

早
期
着
手
を
県
に

強
く
要
望
す
べ
き
で
な
い
か

松
田
光
也
議
員

東
日
本
大
震

災
に
よ
り
、
山

形
空
港
の
重
要

性
が
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ
た
。

県
と
本
市
と
向
原
と
で
交
わ
さ
れ

た
２０
便
協
定
に
お
い
て
、
未
整
備

道
路
と
民
家
防
音
機
能
回
復
工
事

の
早
期
着
手
、
さ
ら
に
乱
川
か
ら

山
形
空
港
ま
で
の
天
童
山
形
空
港

線
の
早
期
着
手
を
県
に
強
く
要
望

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

山
本
市
長

２０
便
協
定
と
は
、
山

形
県
と
天
童
市
、
向
原
町
内
会
で
、

平
成
４
年
４
月
に
締
結
を
更
新
し

た
「
山
形
空
港
周
辺
環
境
整
備
対

策
に
関
す
る
確
認
書
」
の
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
確
認
書
に
は
、
市
道

向
原
１
号
線
の
整
備
に
つ
い
て
記

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
道
路
整
備

事
業
は
、
県
の
厳
し
い
財
政
状
況

を
理
由
に
、
未
着
手
と
な
っ
て
い

る
が
、
現
在
は
事
業
の
推
進
に
向

け
、
県
の
担
当
課
と
打
合
せ
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
民

家
防
音
機
能
回
復
工
事
に
つ
い
て

は
、
世
帯
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
、

空
調
機
器
等
の
更
新
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
と
も
県
に
対

し
て
予
算
の
確
保
を
要
望
し
て
い

き
た
い
。

次
に
、
都
市
計
画
道
路
天
童
山

形
空
港
線
に
つ
い
て
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
重
要
な
路
線
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
長
年
、
市
の
重

要
事
業
の
一
つ
と
し
て
県
に
対
し
、

要
望
活
動
を
続
け
て
き
た
結
果
、

山
形
県
道
路
中
期
計
画
に
お
い
て
、

主
要
地
方
道
山
形
天
童
線
羽
入
工

区
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。
目

標
年
次
の
２
０
１
８
年
に
向
け
、

事
業
の
早
期
着
手
及
び
完
成
に
向

け
、
直
接
、
知
事
に
要
望
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

向原地内の道路整備が待たれる

平成23年8月1日発行 （4）
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観 光 の
まちづくり

市
内
の
桜
名
所
を

観
光
振
興
に
活
か
し
て
は

後
藤
和
信
議
員

市
内
に
は
桜

の
名
所
が
多
い
。

舞
鶴
山
に
は
樹

齢
約
１
０
０
年
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

や
樹
齢
約
４
０
０
年
の
エ
ド
ヒ
ガ

ン
桜
、
し
だ
れ
桜
の
古
木
な
ど
約

２
０
０
０
本
の
桜
が
あ
る
。
石
鳥

居
、
貫
津
の
種
ま
き
桜
、
田
麦
野

の
大
山
桜
、
小
原
や
上
山
口
の
イ

ヌ
桜
等
も
あ
る
。
点
か
ら
線
に
時

間
を
加
え
た
新
マ
ッ
プ
を
作
り
観

光
振
興
に
役
立
て
て
は
ど
う
か
。

山
本
市
長

本
市
に
は
、
舞
鶴
山

や
市
街
地
の
さ
く
ら
回
廊
の
ほ
か
、

数
多
く
の
桜
の
名
所
や
桜
並
木
が

整
備
さ
れ
て
い
る
。
新
た
な
さ
く

ら
回
廊
の
整
備
と
し
て
、
今
年
度

か
ら
取
り
組
む
愛
宕
沼
周
辺
親
水

空
間
整
備
事
業
で
は
、
水
辺
周
辺

に
遊
歩
道
を
整
備
す
る
計
画
で
あ

る
。
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
桜
の

樹
種
を
含
め
、
広
く
市
民
の
意
見

を
お
聞
き
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

桜
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
天
童
公

園
や
倉
津
川
の
し
だ
れ
桜
な
ど
、

市
内
の
観
賞
ポ
イ
ン
ト
１４
カ
所
を

紹
介
し
た
「
天
童
桜
マ
ッ
プ
」
と
、

舞
鶴
山
や
市
街
地
の
さ
く
ら
回
廊

を
紹
介
し
た
「
わ
く
わ
く
天
童
ゆ

う
ゆ
う
散
歩
」
の
２
つ
の
マ
ッ
プ

を
作
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

マ
ッ
プ
は
、
道
の
駅
や
温
泉
旅
館
、

市
内
観
光
施
設
に
設
置
し
て
、
観

光
ピ
ー
ア
ー
ル
に
活
用
し
て
い
る
。

第
１
回
臨
時
会

平
成
２３
年
度
第
１
回
市
議
会
臨

時
会
が
４
月
２２
日
に
開
催
さ
れ
、

市
長
提
出
議
案
３
件
と
報
告
案
件

５
件
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
報
第
１
号

平
成
２２
年
度
天
童

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て＝

地
方
贈
与
税
等
の

確
定
等
に
伴
い
、
補
正
予
算
に
つ

い
て
専
決
処
分
し
た
の
で
、
そ
の

承
認
を
求
め
る
も
の
。

▼
報
第
２
号

平
成
２２
年
度
天
童

市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て＝

事
業
費

の
確
定
に
伴
い
、
補
正
予
算
に
つ

い
て
専
決
処
分
し
た
の
で
、
そ
の

承
認
を
求
め
る
も
の
。

▼
報
第
３
号

平
成
２２
年
度
天
童

市
交
通
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て＝

事
業
費
の
確
定
に
伴
い
、
補

正
予
算
に
つ
い
て
専
決
処
分
し
た

の
で
、
そ
の
承
認
を
求
め
る
も
の
。

▼
報
第
４
号

平
成
２２
年
度
天
童

市
工
業
団
地
整
備
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
の
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て＝

事
業
費
の
確
定
に
伴
い
、
補

正
予
算
に
つ
い
て
専
決
処
分
し
た

の
で
、
そ
の
承
認
を
求
め
る
も
の
。

▼
報
第
５
号

平
成
２３
年
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
災
害
に

係
る
被
災
者
に
対
す
る
入
湯
税
の

課
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
専

決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て＝

東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
に
対
す
る
入
湯
税
の
課
税
を
免

除
す
る
た
め
の
条
例
を
専
決
処
分

し
た
の
で
、
そ
の
承
認
を
求
め
る

も
の
。

▼
議
第
１
号

平
成
２３
年
度
天
童

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

＝

東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
受
け

て
い
る
市
内
企
業
の
経
営
安
定
の

た
め
の
利
子
補
給
金
や
雪
害
対
策

事
業
に
係
る
経
費
な
ど
４
５
０
１

万
８
０
０
０
円
を
追
加
す
る
も
の
。

▼
議
第
２
号

天
童
市
市
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て＝

地
方
税

法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額

を
改
定
す
る
も
の
。

▼
議
第
３
号

荒
谷
西
工
業
団
地

の
分
譲
地
の
処
分
に
つ
い
て＝

荒

谷
西
工
業
団
地
の
分
譲
地
を
処
分

す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
。

人権擁護委員６氏に同意

人権擁護委員のうち、平成２３年９月３０

日をもって任期満了を迎える５氏につい

ての再任及び平成２３年３月３１日をもって

辞任した委員の後任について、次の６氏

を推薦することに同意しました。

◇再任 氏家 榮脩（山元）

阿部 法隆（高擶）

松村 昌子（久野本）

鈴木 敏夫（交り江）

佐藤 繁雄（蔵増）

◇新任 大石ヨシ子（藤内新田）

農業委員３氏を推薦

現在の農業委員が、平成２３年７月１９日

をもって任期満了となることから、農業

委員として、次の３氏を推薦することに

決定しました。

◇再任 水戸 保 （奈良沢）

山口 靜子（山元）

◇新任 大石美貴子（藤内新田）
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山 形 市
との協定

山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

山
形
県
国
保
会
館
（
寒
河
江
市
）

で
、
広
域
連
合
議
会
が
開
催
さ
れ
、

平
成
２３
年
度
の
予
算
及
び
条
例
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２３
年
度
医
療
特
別
会
計
予

算
は
、
前
年
度
比
２
・
９
％
増
の

１
３
９
３
億
１
２
４
１
万
６
０
０

０
円
と
な
り
ま
し
た
。
保
険
給
付

費
等
は
前
年
度
比
３
・
１６
％
増
を

見
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、
レ
セ
プ

ト
管
理
シ
ス
テ
ム
運
用
管
理
業
務

に
つ
い
て
、
ソ
フ
ト
の
リ
ー
ス
が

終
了
す
る
た
め
、
単
価
が
大
幅
に

引
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
新
規
事
業

と
し
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
療
品

利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
療
品
に
切
り
替
え
た
場

合
の
自
己
負
担
額
の
「
差
額
通
知
」

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正
で
は
、
所
得

の
少
な
い
方
に
係
る
保
険
料
の
賦

課
額
の
特
例
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

◆
議
第
８
号
山
形
市
と
の
間
に
お
い
て
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結

す
る
こ
と
に
つ
い
て

費
用
負
担
と

休
日
夜
間
診
療
所
運
営
は

伊
藤（
和
）議
員

第
４
条
で
費
用

負
担
は
甲
乙
協
議
し
て
決
め
る
と

あ
る
が
、
ど
の
程
度
の
負
担
に
な

る
の
か
。
ま
た
、
休
日
夜
間
診
療

所
等
の
運
営
に
、
天
童
市
東
村
山

郡
医
師
会
の
関
わ
り
は
。

総
務
部
長

定
住
自
立
圏
構
想
連

携
施
策
に
お
け
る
費
用
負
担
の
基

本
的
な
考
え
方
は
、
①
事
務
委
託

等
の
場
合
、
②
山
形
市
の
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、
③

共
同
し
て
行
う
事
業
の
場
合
が
あ

り
、
具
体
的
に
は
今
後
策
定
す
る

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
等
に
よ
り
、
互
い

に
協
議
し
て
決
め
る
こ
と
に
な
る
。

山
形
市
休
日
夜
間
診
療
所
と
天

童
市
東
村
山
郡
医
師
会
の
関
わ
り

は
、
現
在
と
同
様
に
、
小
児
科
の

夜
間
診
療
に
つ
い
て
、
月
１
回
か

ら
２
回
程
度
の
派
遣
協
力
要
請
が

天
童
市
東
村
山
郡
医
師
会
に
対
し

て
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

■４月
２２日 議会運営委員会

第１回市議会臨時会
各派代表者会
委員長会議

２７日 市長要請経済建設常任委員会（天童公園山頂広
場の整備について）

■５月
２日 各派代表者会
６日 経済建設常任委員会（行政視察について）
１０日 各派代表者会

議会運営委員会
１６日 市長要請総務教育常任委員会（定住自立圏形成

協定について外）
１７日 各派代表者会
２４日 市長要請全員協議会（㈱スポーツクラブ天童、

市牧野公社、市文化・スポーツ振興事業団、市
土地開発公社の経営状況並びに事業計画につい
て外）
全員協議会（会派人数の変更、議員定数削減に
ついて外）
市長要請経済建設常任委員会（八幡山第２配水
池の工事の実施について）

２５～２６日 東北市議会議長会定期総会（ホテルメトロ
ポリタン仙台／議長・副議長・局長）

２７日 東根市外二市一町共立衛生処理組合臨時会
３０日 各派代表者会

議会運営委員会
山形県市議会議長会定期総会（山形グランドホ

テル／議長・副議長・局長）
■６月
６～２２日 第２回市議会定例会
６日 広報委員会

総務教育常任委員会所管事務調査（八幡山第２
配水池の工事の入札について）

１４日 全国温泉所在都市議長会協議会総会（全国都市
会館／議長・局長）

１５日 全国市議会議長会定期総会（日比谷公会堂／議
長・局長）

１７～１８日 さくらんぼトップセールス（小田急新宿店
／議長・市長外）

２１日 各派代表者会
議会運営委員会

２２日 議会運営委員会（２回）
広報委員会

■７月
１日 広報委員会
６日 市長要請環境福祉常任委員会（夏期の電力需給

対策に伴う休日保育特別事業等について）
１１日 東根市外二市一町共立衛生処理組合定例会
１５日 広報委員会

国と地方の協議の場等に関する特別委員会（全
国都市会館／議長・局長）

１９～２１日 政和会行政視察（三重県松阪市外）
２２日 各派代表者会

市長要請環境福祉常任委員会（天童市民病院改
革プランの進捗状況について）

２６日 後期高齢者医療広域連合定例会

６月１３日、提出された議案に対し、各常任
委員会の審査に入る前に、日本共産党天童市
議団の伊藤和子議員が総括的な質疑を行いま
した。質疑の主な内容は、次のとおりです。

総 括 質 疑

議議会会ののううごごきき

平成23年8月1日発行 （6）



一
般
会
計
補
正
予
算
は
、予
算

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査

さ
れ
た
後
、本
会
議
に
お
い
て
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

マ
ー
ル
ボ
ロ
ウ
青
少
年
大

使
派
遣
事
業
費
の
内
容
は

委
員

青
少
年
大
使
派
遣
事
業
費

６０
万
円
が
計
上
さ
れ
た
が
、
そ
の

内
容
は
。

学
校
教
育
課
長

昨
年
度
３
月
に

派
遣
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
成
田

空
港
ま
で
の
交
通
手
段
が
つ
か
ず

中
止
し
た
。
よ
っ
て
前
年
度
中
止

と
し
た
分
、
今
年
度
の
夏
休
み
を

利
用
し
て
４
人
の
生
徒
を
派
遣
す

る
予
定
の
予
算
で
あ
る
。
ま
た
校

長
会
補
助
金
４０
万
円
は
、
そ
の
際

の
引
率
教
師
の
旅
費
で
あ
る
。
な

お
、
今
年
度
の
派
遣
は
予
定
ど
お

り
２４
年
３
月
に
行
う
予
定
で
あ
る
。

緊
急
経
済
雇
用
対
策
の

具
体
的
内
容
は

委
員

緊
急
経
済
雇
用
対
策
に
要

す
る
経
費
１
８
９
万
５
０
０
０
円

に
つ
い
て
具
体
的
内
容
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

商
工
観
光
課
長

現
在
東
日
本
大

震
災
で
市
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る

失
業
者
を
対
象
に
、
２
名
を
雇
用

す
る
こ
と
に
伴
う
経
費
で
あ
る
。

認
可
外
保
育
施
設
に
対
す

る
支
援
の
内
容
は

委
員

認
可
外
保
育
施
設
へ
の
子

育
て
支
援
事
業
費
補
助
金
６
０
０

万
円
は
、
全
て
の
施
設
を
対
象
に

行
う
の
か
。
補
助
基
準
の
内
容
は
。

ど
の
よ
う
な
助
成
を
行
う
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長

こ
の
補
助
金

は
、
全
て
の
認
可
外
保
育
施
設
に

対
し
て
行
う
。
県
が
認
可
外
保
育

施
設
の
利
用
者
に
対
し
て
新
た
な

助
成
制
度
を
行
う
た
め
見
直
し
た

も
の
。
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
独
自

に
利
用
者
に
対
し
て
子
ど
も
１
人

目
５
０
０
０
円
、
２
人
目
１
万
円
、

３
人
目
２
万
円
の
助
成
を
行
っ
て

い
た
が
、
新
た
に
県
が
創
設
し
た

補
助
金
が
２
人
目
１
万
２
０
０
０

円
、
３
人
目
２
万
４
０
０
０
円
と

な
っ
た
た
め
、
市
の
補
助
金
を
１

人
目
６
０
０
０
円
、
２
人
目
１
万

２
０
０
０
円
、
３
人
目
２
万
４
０

０
０
円
と
改
正
す
る
た
め
、
当
初

予
算
と
の
差
額
を
補
正
す
る
も
の
。

稲
作
振
興
に
係
る
乾
燥
調
整
施

設
等
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
対
策
は

委
員

稲
作
の
振
興
に
要
す
る
経

費
の
乾
燥
調
整
施
設
等
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
対
策
支
援
事
業
費
補
助
金
１

４
８
６
万
８
０
０
０
円
に
つ
い
て

の
具
体
的
内
容
は
。

農
林
課
長

安
定
良
質
の
穀
物
を

消
費
者
に
供
給
す
る
た
め
、
カ
ン

ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
４
カ

所
の
米
の
乾
燥
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
た
め
の
補
助
で
あ
る
。

果
樹
振
興
に
係
る
共
同
利

用
施
設
長
寿
命
化
事
業
は

委
員

果
樹
の
振
興
に
対
す
る
経

費
の
園
芸
拠
点
共
同
利
用
施
設
長

寿
命
化
支
援
事
業
費
補
助
金
１
３

３
万
３
０
０
０
円
に
つ
い
て
の
具

体
的
内
容
は
。

農
林
課
長

過
去
に
国
、
県
よ
り

施
設
の
建
設
に
対
し
て
補
助
を
受

け
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
、
原
崎

地
内
の
フ
ル
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
果

樹
の
選
果
の
た
め
の
カ
メ
ラ
な
ど

を
更
新
す
る
も
の
。

絆
の
森
整
備
事
業
の

予
算
科
目
変
更
の
理
由
は

委
員

み
ど
り
環
境
の
推
進
に
要

す
る
経
費
の
絆
の
森
整
備
事
業
費

委
託
料
１
３
２
万
３
０
０
０
円
が
、

な
ぜ
全
額
人
夫
賃
に
変
更
に
な
っ

た
の
か
。

農
林
課
長

県
か
ら
地
域
住
民
と

の
協
働
に
よ
る
整
備
内
容
に
振
り

替
え
る
よ
う
に
と
の
指
導
が
あ
り
、

委
託
料
と
し
て
計
上
し
て
い
た
額

を
特
殊
作
業
に
係
る
人
夫
賃
と
し

て
計
上
す
る
も
の
。

一般会計補正予算（第２号）のあらまし

補 正 額 ３３０６万６千円

予算総額 ２０１億８０８万４千円

◆主な内容 （単位：千円）

認可外保育施設の支援に
要する経費 ６，０００

緊急経済雇用対策に要する
経費 １，８９５

稲作の振興に要する経費 １４，８６８

果樹の振興に要する経費 １，３３３

教育指導一般に要する経費 ４００

青少年大使の相互交流に
要する経費 ６００

予算特別委員会

２３年度一般会計補正予算
３３０６万６千円を
増額補正

予算特別委員会での審査

（7） てんどう市議会だより №133



特集

経

過

平
成
２３
年
５
月
１７
日
の
各
派
代

表
者
会
に
お
い
て
議
員
定
数
削
減

の
提
案
が
あ
り
、
５
月
２４
日
の
議

員
全
員
協
議
会
で
意
見
交
換
を
行

い
１０
人
の
議
員
が
意
見
を
述
べ
た
。

「
前
回
の
改
選
で
４
人
減
を
し

た
時
は
約
１
年
半
か
け
て
取
り
組

ん
で
結
論
を
出
し
た
」「
９
月
の
改

選
時
期
ま
で
３
カ
月
と
期
間
が
短

い
」「
時
間
を
か
け
て
、
天
童
市
と

し
て
の
適
正
な
議
員
数
や
議
員
報

酬
な
ど
協
議
し
て
い
く
べ
き
」
な

ど
の
意
見
が
多
く
、
賛
成
の
意
見

は
出
な
か
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
５
月
２７
日

に
議
員
の
定
数
を
２２
人
か
ら
２０
人

と
す
る
条
例
の
改
正
案
が
議
長
に

提
出
さ
れ
た
。

５
月
３０
日
の
各
派
代
表
者
会
で
、

議
長
は
「
条
例
案
の
提
出
は
議
員

と
し
て
の
権
利
で
あ
り
、
本
会
議

に
上
程
す
る
」
と
報
告
し
、「
天
童

市
議
会
の
慣
例
申
し
合
わ
せ
で
は
、

各
派
代
表
者
会
で
協
議
が
必
要
だ
」

と
の
発
言
を
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。

６
月
１７
日
に
、
議
会
案
と
し
て

全
議
員
に
配
布
さ
れ
、
討
論
の
通

告
が
当
日
の
午
後
２
時
と
な
っ
て

い
た
た
め
、
三
つ
の
会
派
か
ら
協

議
が
整
わ
な
い
中
で
の
「
議
会
案
」

に
対
す
る
抗
議
の
声
が
噴
出
し
た
。

６
月
２１
日
の
各
派
代
表
者
会
で
、

議
長
は
「
認
識
不
足
だ
っ
た
、
協

議
を
行
う
」
と
し
、
協
議
の
結
果

「
議
員
提
案
」
と
し
て
提
出
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

提
案
説
明

提
案
者
（
鈴
木
議
員
）

天
童
市
議
会
に
お
け
る
議
会
改

革
を
進
め
る
た
め
、
議
員
定
数
２２

人
を
２０
人
に
改
め
る
も
の
。

議
員
定
数
の
削
減
を
望
む
市
民

の
声
は
、
東
日
本
大
震
災
後
に
急

速
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の

声
に
迅
速
に
対
応
す
る
も
の
で
あ

る
。現

在
欠
員
１
人
で
、
２１
人
で
議

会
運
営
さ
れ
て
お
り
、
現
実
問
題

と
し
て
２０
人
で
議
会
運
営
が
可
能

と
思
う
。
３０
人
で
あ
っ
た
議
員
定

数
か
ら
３
割
以
上
も
削
減
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

改
選
時
期
ま
で
の
期
間
が
短
い

と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
議
員
定

数
の
削
減
は
議
会
改
革
の
第
一
歩
。

議
会
で
は
⑭

天童市議会議員定数の推移県内１３市の状況

※１ 地方自治法に規定されていた地方自治体の人口に応
じた議員数（議員数の上限）。平成２３年の地方自治法
改正で規定が撤廃され、地方自治体の自由度が拡大さ
れ、条例により議員数を自由に決めることができるよ
うになった。
表の法定定数は、その当時の地方自治法に規定され
ていた天童市の議員定数。

※２ 昭和５５年の国勢調査により天童市の人口が５万人を
超えたために、議員の法定定数が３０人から３６人になっ
たが、条例（天童市議会議員の定数を減少する条例）
により議員定数を３０人のままとした。

※３ 平成１４年の地方自治法改正で議員定数の上限が規定
され、地方自治体が条例（天童市議会議員定数条例）
において上限以内で自主的に定めることとなった。（人口は、平成２２年国勢調査の速報値）

今
回
は

◆
議
員
定
数
削
減
案

◆
議
長
の
不
信
任

議議員員定定数数
削削 減減 案案

◆
現
在
の
議
員
定
数
２２
人
を
２０
人
に
削
減
し
よ
う
と
す
る
議
員
提
出
議
案
「
天
童
市
議
会
議
員

定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
が
提
出
さ
れ
、
６
月
２２
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
討
論

の
後
、
議
長
を
除
く
議
員
２０
人
で
採
決
が
行
わ
れ
、
賛
成
少
数（
賛
成
７
人
）で
否
決
さ
れ
た
。

議員一人当た
りの人口（人）

７，２５９

４，０１８

３，７０５

３，７２４

２，８２８

２，５７８

２，３５１

２，１５８

２，２５６

１，７７１

１，８４２

１，５７７

１，１８５

人 口
（人）

２５４，０８４

１３６，６２７

１１１，１７０

８９，３９２

６２，２２５

４６，４１２

４２，３３４

３８，８５６

３３，８４３

３３，６６４

２９，４７６

２６，８２０

１８，９６１

議員定数
（人）

３５

３４

３０

２４

２２

１８

１８

１８

１５

１９

１６

１７

１６

市名

山 形 市

鶴 岡 市

酒 田 市

米 沢 市

天 童 市

東 根 市

寒河江市

新 庄 市

上 山 市

南 陽 市

長 井 市

村 山 市

尾花沢市

法定定数
（※１）

３０人

３６人

３６人

３０人以下

３０人以下

削減数

―

―

△４人

―

△４人

議員定数

３０人

３０人

２６人

２６人

２２人

市制施行（Ｓ３３．１０）～

昭和５６年９月（※２）

昭和６２年１０月～

平成１４年６月（※３）

平成１９年１０月～

平成23年8月1日発行 （8）
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議
会
改
革
に
期
日
が
あ
る
も
の
で

は
な
く
、
常
に
進
め
る
必
要
が
あ

る
。

質

疑

石
垣
議
員

２
人
減
の
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
。

提
案
者
（
鈴
木
議
員
）

現
在
の
３
つ
の
常
任
委
員
会
の

状
況
で
、
２０
人
で
も
議
会
活
動
が

可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

伊
藤（
和
）議
員

議
員
定
数
２
人
削
減
で
ど
の
程

度
議
会
改
革
が
進
む
の
か
。

提
案
者
（
鈴
木
議
員
）

約
１
３
０
０
万
円
の
報
酬
と
そ

の
他
の
諸
経
費
が
削
減
さ
れ
る
。

討

論

《
反

対
》

真
の
議
会
改
革
は
、
議
員
定
数

削
減
の
み
で
達
成
さ
れ
る
も
の
で

な
く
、
議
会
の
役
割
や
機
能
を
再

確
認
し
て
、
今
、
議
会
に
不
足
し

て
い
る
の
は
何
な
の
か
？
問
題
点

は
？
そ
の
原
因
は
何
か
？
を
し
っ

か
り
把
握
し
た
う
え
で
、
議
会
改

革
を
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

単
に
議
会
の
力
や
機
能
を
失
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
今
回
の
１０
％
２

人
削
減
案
に
は
同
意
で
き
な
い
。

《
賛

成
》

問
わ
れ
る
べ
き
は
、
議
員
の
数

よ
り
も
質
で
あ
り
、
質
の
高
い
議

員
は
、
少
数
で
も
市
民
の
声
を
吸

い
上
げ
、
地
域
全
体
の
利
益
に
つ

な
が
る
政
策
に
結
び
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。

天
童
市
議
会
が
現
状
に
甘
ん
じ

る
こ
と
な
く
、
常
に
改
革
へ
の
志

を
掲
げ
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
の
あ

り
方
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

《
反

対
》

議
員
は
市
民
の
代
弁
者
で
あ
り
、

少
な
く
な
れ
ば
市
民
の
声
が
市
政

に
届
き
に
く
く
な
り
、
市
民
の
た

め
の
市
政
運
営
に
と
っ
て
は
マ
イ

ナ
ス
に
な
る
心
配
が
あ
る
。

市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
期
待
さ

れ
る
議
会
改
革
を
す
る
こ
と
が
最

も
大
切
で
あ
り
、
本
市
の
議
員
定

数
や
議
員
報
酬
に
つ
い
て
、
時
間

を
か
け
、
議
会
あ
げ
て
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
事
項
で

あ
る
。

《
反

対
》

我
々
議
員
は
、
市
民
の
声
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
選
挙
公
約
を
実

現
す
る
活
動
と
議
会
で
の
活
発
な

論
議
、
行
政
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
、

活
発
な
政
策
提
案
と
そ
の
た
め
の

学
習
・
研
究
、
市
民
の
奉
仕
者
と

し
て
の
議
員
の
モ
ラ
ル
確
立
な
ど
、

市
民
が
望
む
議
会
改
革
を
進
め
る

こ
と
こ
そ
、
議
会
改
革
の
推
進
と

考
え
る
。

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
に
も
、
議
員
定
数
を
削
減

す
る
改
正
案
に
は
反
対
で
あ
る
。

提
案
説
明

提
案
者
（
狩
野
議
員
）

鈴
木
議
員
提
案
の
「
議
員
定
数

削
減
案
」
を
慣
例
申
し
合
わ
せ
に

反
し
、
地
方
自
治
法
及
び
会
議
規

則
第
１４
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り

「
一
定
の
賛
成
者
が
い
れ
ば
誰
で
も

提
案
で
き
る
」
と
各
派
代
表
者
会

で
協
議
せ
ず
、
議
会
案
と
し
て
強

引
に
上
程
し
よ
う
と
し
た
。

白
紙
撤
回
を
求
め
る
と
今
度
は

一
転
し
て
「
認
識
不
足
で
お
詫
び

す
る
、
各
派
代
表
者
会
に
て
協
議

し
て
ほ
し
い
」
と
し
た
が
、
混
乱

を
招
い
た
議
会
運
営
の
進
め
方
は
、

職
権
乱
用
で
あ
り
、
議
長
と
し
て

の
資
質
の
欠
如
で
あ
る
。

平
成
２１
年
１２
月
議
会
に
お
い
て
、

下
水
道
工
事
に
絡
み
、
地
権
者
と

市
側
と
議
長
の
同
席
が
問
題
に
な

り
、
平
成
２２
年
３
月
議
会
で
不
信

任
が
可
決
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
身
内
が
市
関
係
に
就

職
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

昨
年
６
月
か
ら
今
年
３
月
ま
で
臨

時
職
員
、
そ
し
て
４
月
か
ら
は
、

最
長
３
年
間
延
長
で
き
る
嘱
託
職

員
に
就
い
て
い
る
。
昨
今
の
経
済

不
況
・
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
失

業
し
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
時

世
に
、
市
民
感
情
で
は
納
得
で
き

な
い
。

政
治
倫
理
条
例
の
第
２
条
第
２

項
に
は
「
議
員
等
は
市
民
の
信
頼

に
値
す
る
、
よ
り
高
い
倫
理
観
に

徹
し
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
あ
り
、
こ
れ
に
抵
触
す
る
。

天
童
市
議
会
の
長
と
し
て
の

「
品
格
と
資
質
に
欠
け
る
」
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

質

疑

鈴
木
議
員

議
長
の
身
内
が
市
関
係
に
就
職

し
て
い
る
の
は
事
実
か
。
ま
た
、

事
実
で
あ
っ
た
と
し
て
も
法
に
触

れ
る
の
か
。

提
案
者
（
狩
野
議
員
）

私
が
調
べ
た
と
こ
ろ
事
実
で
あ

る
。
法
に
触
れ
る
か
ど
う
か
は
分

か
ら
な
い
。

不
信
任
議
決
の
効
力

議
長
又
は
副
議
長
に
対
す
る
不

信
任
議
決
の
法
律
上
の
規
定
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
不
信
任
議
決

を
受
け
た
議
長
又
は
副
議
長
が
自

己
の
意
思
に
よ
っ
て
辞
職
す
る
場

合
以
外
は
そ
の
職
を
失
う
こ
と
は

な
い
。

議議 長長 のの
不不 信信 任任

◆
６
月
２２
日
の
６
月
定
例
会
の
最
終
日
に
伊
藤
護
國
議
長
の
不
信
任
動
議
が
提
出
さ
れ
た
。
当

事
者
で
あ
る
伊
藤
議
長
が
本
会
議
場
か
ら
退
席
し
、
提
案
理
由
の
説
明
、
質
疑
の
後
、
議
長

役
の
小
松
副
議
長
を
除
く
１９
人
で
採
決
が
行
わ
れ
、
賛
成
多
数（
賛
成
１３
人
）で
可
決
さ
れ
た
。
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東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
組
合

（
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
）
議
会

◎
５
月
２７
日

臨
時
議
会

５
月
２７
日
臨
時
議
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
議
案
の
一
つ
目
は
、

繰
越
明
許
費
で
ゴ
ミ
焼
却
処
理
施

設
修
繕
事
業
と
粗
大
ゴ
ミ
処
理
施

設
修
繕
事
業
が
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
年
度
内
の
完
成
が
困
難
に
な

り
繰
越
す
る
も
の
で
、
共
に
４
月

中
に
完
成
引
渡
を
終
え
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
し
尿
処
理
施
設
改

造
工
事
の
請
負
契
約
で
、
２４
年
度

か
ら
の
《
し
尿
等
の
下
水
道
投
入
》

に
向
け
て
の
工
事
契
約
で
１
月
完

成
予
定
、
契
約
金
額
は
３
億
７
２

７
３
万
９
５
０
０
円
。

三
つ
目
は
組
合
の
監
査
委
員
の

選
任
で
、
河
北
町
議
の
大
場
勇
人

氏
を
選
任
し
ま
し
た
。

◎
７
月
１１
日

定
例
議
会

７
月
１１
日
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、

２２
年
度
決
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
で
、

被
災
地
か
ら
の
廃
棄
物
を
処
理
能

力
の
範
囲
内
で
受
け
入
れ
し
て
い

ま
す
。

平成２２年度組合会計決算

６月２２日に委員会提出の意見書が可決され、
関係機関に送付されました。

シルバー人材センターに対する補助金の確保を求める意見書

天童市シルバー人材センターは平成４年に設立され、定年退職者等

の高齢者に対して、就業の場を組織的に提供することにより、高齢者

自身の健康の維持や生きがいの実現を図っております。また、市行政

と連携しながら、市の重点施策である高齢者世帯に対する軽度生活援

助事業や子育て支援事業等を積極的に展開するなど、地域社会の一員

として活力ある地域づくりに大きく貢献しております。

さらに、県内事業所において、定年の引上げや継続雇用制度の導入

が遅れている中で、シルバー人材センターが行っている、高齢者等の

意欲や能力に応じた雇用の機会その他の多様な就業の機会の確保事業

は、まさに高齢者の福祉の増進に寄与しているものであります。

こうした中で、国では行政刷新会議の事業仕分けを受けて、シルバー

人材センターに対する補助金の大幅かつ急激な削減を始めています。

本市のシルバー人材センターにおいては、２年間に亘る大幅な補助

金削減に対応するため、すでに、運営の抜本的な見直しや事業の縮小

を実施し、シルバー事業を何とか維持しておりますが、危機的ともい

うべき極めて厳しい運営を行っていると認識しております。

このことから、シルバー人材センターに対する国の補助金がこれ以

上削減されることは、シルバー人材センターの存続自体が危惧されます。

つきましては、高年齢者等の雇用の安定等に関する法律第４１条に基

づいて設置されているシルバー人材センターが、今後とも安定的な運

営が図られるよう、国の補助金の充実確保を要望します。

（提出先は、衆・参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務大臣）

永年勤続表彰

６月１５日に東京日比

谷公会堂で開催された

全国市議会議長会第８７

回定期総会において、

永年勤続者として次の

方が表彰されました。

◇議員１５年以上

小澤 精議員
（Ｈ７．１０～）

水戸 保議員
（Ｈ７．１０～）

伊藤議長に
感謝状

伊藤護國議長に対し

て、全国市議会議長会

会長から同会国会対策

委員会副委員長として

の功績に対して感謝状

が贈られました。

◆歳入 （単位：千円）

摘 要

東根市 ２２３，２６５、
村山市 １１８，２３３、
天童市 ２９６，８０４、
河北町 １０２，１０４、
償還交付税 ８１，２２２

し尿・ごみ処理手数
料、ごみ証紙収入など

物品売払収入など

施設整備基金繰入金

前期繰越金

太陽光売電収入など

一般廃棄物処理事業債

◆歳出 （単位：千円）

摘 要

議員報酬など

事務管理費

し尿・ごみ処理費用など

償還金、借入金利子

決算額

８２１，６２８

７４０，８７２

４２，６５５

１８，６５０

９６，００３

９，５４２

１６７，２００

１，８９６，５５０

決算額

２，１２５

３６８，８０３

１，３１５，９４２

２０３，６８０

０

１，８９０，５５０

区 分

分担金及び
負 担 金

使用料及び
手 数 料

財 産 収 入

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

組 合 債

歳入合計

区 分

議 会 費

総 務 費

事 業 費

公 債 費

予 備 費

歳出合計

平成23年8月1日発行 （10）



平成２３年度第２回定例会（６月定例会）
は、６月６日から２２日までの１７日間の会
期で開かれました。
市長提出議案である報告案件１０件と人
権擁護委員についての同意を初日の本会
議で行いました。そのほか、予算議案１
件、条例議案１件及び一般議案２件は、
予算特別委員会及び所管常任委員会に付
託され、各委員会で審査された後、最終
日の本会議で採決が行われました。
また、最終日の本会議で、委員会提出
議案の意見書１件、議員提出議案１件、
緊急動議１件の採択も行われました。結
果は、下記のとおりです。
（請願審査の結果については、１２ペー
ジに掲載しています。）

提出された議案とその結果

会例定月６
審 議 日 程

内 容

本会議（会期の決定、提案理由の説明、予算特
別委員会の設置など）

本会議（市政に対する一般質問）

本会議（議案に対する総括質疑、議案・請願陳
情の委員会付託）

総務教育常任委員会（付託案件の審査）

環境福祉常任委員会（付託案件の審査）

経済建設常任委員会（付託案件の審査）

予算特別委員会（付託案件の審査）

予算特別委員会（討論、表決）

本会議（全国市議会議長会会長の表彰状の伝達、
委員長審査報告、質疑、討論、表決など）

月 日

６．６

６．９
６．１０

６．１３

６．１４

６．１５

６．１６

６．１７

６．２２

（市長提出議案）

結果

報 告

報 告

報 告

報 告

報 告

報 告

報 告

報 告

報 告

報 告

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

同 意

原案可決
（全会一致）

件 名

平成２２年度天童市一般会計予算繰越
明許費の報告について

平成２２年度天童市都市計画公共下水道事業
特別会計予算繰越明許費の報告について

平成２２年度天童市工業団地整備事業特
別会計予算繰越明許費の報告について

平成２２年度天童市一般会計予算事故
繰越しの報告について

平成２２年度天童市水道事業会計予算
繰越しの報告について

天童市土地開発公社の経営状況並び
に事業計画の報告について

財団法人天童市牧野公社の経営状況
並びに事業計画の報告について

財団法人天童市文化・スポーツ振興事業団
の経営状況並びに事業計画の報告について

株式会社スポーツクラブ天童の経営
状況並びに事業計画の報告について

平成２２年度天童市情報公開条例の運
用状況の報告について

平成２３年度天童市一般会計補正予算
（第２号）

天童市市税条例の一部改正について

荒谷西工業団地の分譲地の処分につ
いて

人権擁護委員の推薦につき意見を求
めることについて

山形市との間において定住自立圏形
成協定を締結することについて

議案番号

報第６号

報第７号

報第８号

報第９号

報第１０号

報第１１号

報第１２号

報第１３号

報第１４号

報第１５号

議第４号

議第５号

議第６号

議第７号

議第８号

（委員会提出議案）

結果

原案可決
（全会一致）

（議員提出議案等）

結果

原案否決
（賛成少数）

可 決
（賛成多数）

第１回市議会臨時会〈４／２２〉（市長提出議案）

結果

承 認

承 認

承 認

承 認

承 認

原案可決
（全会一致）

原案可決
（賛成多数）

原案可決
（全会一致）

件 名

シルバー人材センターに対する国の補助
金確保を求める意見書の提出について

件 名

天童市議会議員定数条例の一部改正
について

議長の不信任動議

件 名

平成２２年度天童市一般会計補正予算（第９
号）の専決処分の承認を求めることについて

平成２２年度天童市老人保健特別会計補正予算（第
３号）の専決処分の承認を求めることについて

平成２２年度天童市交通災害共済事業特別会計補正予
算（第３号）の専決処分の承認を求めることについて

平成２２年度天童市工業団地整備事業特別会計補正予
算（第５号）の専決処分の承認を求めることについて

平成２３年東北地方太平洋沖地震に伴う災害に係
る被災者に対する入湯税の課税の特例に関する
条例の専決処分の承認を求めることについて

平成２３年度天童市一般会計補正予算
（第１号）

天童市市税条例の一部改正について

荒谷西工業団地の分譲の処分につい
て

議案番号

委員会提出
議案第１号

議案番号

議員提出
議案第１号

動 議

議案番号

報第１号

報第２号

報第３号

報第４号

報第５号

議第１号

議第２号

議第３号
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縁
あ
っ
て
天
童
に
移
り
住
ん

で
３０
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の

間
、
市
の
発
展
は
目
を
見
張
る

ば
か
り
で
す
。
立
ち
遅
れ
て
い

た
久
野
本
地
区
も
近
年
道
路
が

広
く
切
り
開
か
れ
、
大
型
店
舗

の
進
出
で
大
変
便
利
に
な
り
ま

し
た
。
市
長
、
議
員
、
地
権
者

の
皆
さ
ん
の
お
力
の
お
陰
と
感

謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

近
く
の
公
民
館
は
利

用
し
や
す
く
、
健
康
面
、

頭
の
活
性
化
、
そ
し
て

趣
味
と
４
つ
の
サ
ー
ク

ル
に
入
会
し
て
、
毎
週

あ
る
い
は
月
１
回
楽
し

く
活
動
し
て
お
り
、
生

涯
学
習
と
し
て
今
後
も

続
け
て
ゆ
く
つ
も
り
で
す
。

先
日
婦
人
会
の
一
員
と
し
て

６
月
定
例
議
会
を
傍
聴
す
る
機

会
を
得
ま
し
た
。
あ
の
大
き
な

災
害
時
の
子
ど
も
達
の
安
全
な

避
難
を
、
学
校
で
、
地
域
で
、

家
庭
で
、
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ

た
か
把
握
で
き
な
か
っ
た
事
が

次
々
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
上

で
、
学
校
で
の
災
害
教
育
、
避

難
方
法
、
連
絡
網
な
ど
の
見
直

し
の
提
案
が
い
く
つ
か
出
さ
れ

ま
し
た
。

停
電
時
の
連
絡
網
の
問
題
、

親
の
職
場
か
ら
の
帰
宅
時
間
ま

で
の
子
ど
も
の
安
全
な
ど
色
々

考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
ば
か
り
で

し
た
。
関
係
者
か
ら
は
丁
寧
な

答
弁
が
得
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ

れ
ま
し
た
が
、
幼
児
か
ら
中
学

生
ま
で
防
災
ズ
キ
ン
の
支
給
に

は
、
予
算
の
関
係
で
で
き
な
い

と
打
ち
切
ら
れ
て
し
ま
い
残
念

で
し
た
。

各
議
員
が
真
剣
な
議

論
を
交
わ
し
な
が
ら
、

市
政
が
決
め
ら
れ
て
い

く
様
子
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
も
っ
と
関
心

を
持
た
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
、
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
一
日
で
し

た
。

婦
人
会
を
通
し
て
の
「
見
守

り
隊
」
の
一
員
と
し
て
地
域
の

子
ど
も
達
と
か
か
わ
り
合
い
、

お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、「
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」
の
会
員
の
方
々
と
小
旅

行
を
機
会
に
会
話
を
通
し
て
、

お
付
き
合
い
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
身
近
で
で
き
る

事
、
気
付
い
た
事
を
議
員
さ
ん

に
伝
え
る
事
も
一
市
民
の
役
目

だ
と
考
え
ま
す
。

請願・陳情の結果
今定例会で審査された請願・陳情は２件で、所管常任委員会

で審査したあと、結果は次のようになりました。

インターネットで議会中継
天童市議会では、本会議をインターネットで生中継しています。ま

た、生中継の約１週間後には、録画でもご覧になれます。どうぞご利

用ください。
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話
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２
３
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１
１
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１

編
集

天
童
市
議
会
広
報
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員
会

印
刷

大
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印
刷
株
式
会
社

編

集

後

記

�
３
月
１１
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
は
、
死
者
・
行

方
不
明
者
が
、
２
万
人
以
上

に
の
ぼ
る
未
曾
有
の
被
害
を

も
た
ら
し
た
１
０
０
０
年
に

一
度
の
災
害
で
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
被
災
し
た
原
子
力

発
電
所
か
ら
放
出
さ
れ
た
放

射
線
に
よ
る
被
害
は
、
も
っ

と
広
域
で
深
刻
な
被
害
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
議
会
で
は
、
多
く

の
議
員
が
地
震
災
害
時
の
体

制
づ
く
り
や
水
害
時
救
援
な

ど
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を

守
る
た
め
、
行
政
や
市
民
の

立
場
で
で
き
る
防
災
に
関
す

る
多
く
の
課
題
に
つ
い
て
質

問
さ
れ
て
い
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
の
一
日

も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

《
広
報
委
員
会
》

委

員

長

伊
藤

和
子

副
委
員
長

後
藤

和
信

委

員

松
田

光
也

〃

狩
野

佳
和

〃

村
山

俊
雄

〃

松
田

耕
一

この広報紙は
植物油インキを使用しています。ホームページ http://www.city.tendo.yamagata.jp

9月定例議会の日程（予定）
８月２４日（水）開会
２６日（金）一般質問
２９日（月）一般質問
３０日（火）総括質疑、常任委員会
３１日（水）常任委員会

９月１日（木）決算委員会
２日（金）決算委員会
５日（月）決算委員会
６日（火）決算委員会
７日（水）予算委員会
８日（木）予算委員会
１３日（火）閉会

※請願の締め切りは、８月１６日（火）
正午までの予定です。

※なお、日程は変更になる場合が
あります。詳しくは議会事務局
までお問い合わせください。

結 果

採 択

継続審査

付 託
委員会

環境
福祉

経済
建設

提 出 者

社団法人天童市シル
バー人材センター
理事長 菅野洋一

奈良沢部落会
区長 今田富雄

ほか２名

件 名

シルバー人材センターに対する国
の補助金確保を求める意見書の提
出について

県道２３号と荒原線を結ぶ市道の拡
幅整備に関する請願

検検検検検検検検検検検検検検検検検検 索索索索索索索索索索索索索索索索索索で天童市議会

生中継又は録画中継を選んでください。

市議会を傍聴して

佐藤 豊子（東久野本）


